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福祉保育労ジェンダー平等宣言特集

　10月12～14日にNHKが衆議院の解散総選
挙を前に実施した世論調査で、「投票先を選
ぶ際に最も重視すること」を７つから選択し
た回答が興味深い。「景気・物価高対策」が
最も多く34％、「社会保障制度の見直し」17

％、「『政治とカネ』の問題への取り組み」13
％、「外交・安全保障」11％、「子ども政策・
少子化対策」８％、「防災・災害対策」６％と
続き、「憲法改正」は２％にとどまった。憲
法改正は争点にならず、信任されていない。

投票先を選ぶ際に最も重視することは？

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
影
響

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
影
響

福
祉
職
場
の
低
賃
金
も

福
祉
職
場
の
低
賃
金
も

仕
事
や
生
活
の
障
壁
に

仕
事
や
生
活
の
障
壁
に

　

こ
の
よ
う
な
と
り
く
み
の

な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
声
が

共
有
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
福
祉
職
場
の
賃
金
が
低
い

の
は
、
女
性
に
よ
る
家
事
労

働
の
延
長
と
と
ら
え
ら
れ
て

き
た
か
ら
だ
」
と
い
う
根
本

的
な
指
摘
と
と
も
に
、「
女

性
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

長
時
間
労
働
で
家
計
を
支
え

る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
さ

れ
て
、
男
性
も
追
い
込
ま
れ

て
い
る
」
な
ど
の
認
識
も
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
ら

の
職
場
に
引
き
つ
け
て
、

「
男
性
の
保
育
士
は
場
所
が

な
い
の
で
ト
イ
レ
で
着
替
え

て
い
る
」「
人
手
不
足
で
同

性
介
助
が
難
し
い
状
況
も
あ

る
」「
確
か
に
管
理
職
は
男

性
が
多
い
」「
保
育
園
の
お

迎
え
や
連
絡
先
は
母
親
が
大

組
合
員
か
ら
仕
事
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
か
か
わ
る
報
告

を
う
け
、
グ
ル
ー
プ
交
流
で

深
め
あ
い
ま
し
た
。
９
月
の

全
国
大
会
で
の
宣
言
の
採
択

に
む
け
て
、
１
カ
月
実
施
し

た
意
見
募
集
に
も
、
切
実
な

課
題
や
問
題
意
識
が
見
え
て

き
ま
し
た
。「
福
祉
の
な
か

ま
」
２
０
２
４
年
７
月
号
で

は
特
集
記
事
を
掲
載
し
、
お

便
り
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
８
月
の
東
北
地
方
協
議

会
の
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

　

福
祉
保
育
労
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
重
要
な
柱
と
し
て
、
福

祉
実
践
や
組
合
活
動
を
す
す
め
て
い
こ
う
と
提
起
し
て
い
ま
す
。

９
月
15
日
の
第
40
回
定
期
全
国
大
会
で
採
択
し
た
「
福
祉
保
育
労

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言
」（
全
文
左
記
）
を
紹
介
し
、
具
体
的
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
よ
び
か
け
ま
す
。

め
に
、
中
央
執
行
委
員
会
や

中
央
本
部
主
催
の
学
習
交
流

会
な
ど
で
論
議
や
学
習
・
交

流
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し

た
。
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
感
じ
て
き
た
モ

ヤ
モ
ヤ
を
出
し
あ
う
中
で
、

会
議
や
学
習
交
流
企
画

会
議
や
学
習
交
流
企
画

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で

モ
ヤ
モ
ヤ
出
し
あ
っ
て

モ
ヤ
モ
ヤ
出
し
あ
っ
て

　

福
祉
保
育
労
で
は
、
２
０

２
３
年
秋
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
を
推
進
し
て
い
く
た

属性で

決めつけ
ちゃ

ダメだぜ
！

一人ひとりに

注目ちゅん！

半
」
な
ど
の
課
題
も
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
イ
ク
メ
ン
と
い
う
言

葉
を
な
く
し
た
い
」「
福
祉

職
場
で
働
く
女
性
の
現
実
と

し
て
、
仕
事
だ
け
で
な
く
家

事
・
育
児
も
あ
っ
て
、
続
け

ら
れ
な
い
」「
男
性
の
育
休

も
も
っ
と
取
り
や
す
く
し
て

ほ
し
い
」「
妻
・
嫁
、
主
人

と
い
う
言
い
方
を
変
え
た

い
」
な
ど
、
改
善
に
む
け
た

問
題
意
識
も
強
く
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
性
別

だ
け
で
な
く
、
年
齢
・
雇
用

形
態
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

個
人
を
大
切
に
す
る
必
要
性

も
強
調
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

組
合
活
動
の
な
か
で
も
、

一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
切

に
、
思
い
を
出
し
あ
え
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
男
性
・
女
性
・
正
規
・

非
正
規
な
ど
の
属
性
に
よ
る

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
（「
～
だ
か
ら
～
だ
」
な

ど
と
い
う
無
意
識
の
思
い
込

み
）
を
前
向
き
に
指
摘
し
て

改
善
で
き
る
関
係
性
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

宣
言
の
実
践
を

宣
言
の
実
践
を

一
人
ひ
と
り
受
け
と
め

一
人
ひ
と
り
受
け
と
め

　

宣
言
が
よ
び
か
け
て
い
る

行
動
に
、
地
方
組
織
・
分
会

・
班
・
個
人
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で

モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
き
た
こ
と
を

率
直
に
出
し
あ
い
、
頭
ご
な

し
に
否
定
せ
ず
、
受
け
と
め

あ
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

大
切
に
さ
れ
る
職
場
・
組
合

・
社
会
を
め
ざ
し
て
、
活
動

を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　保育や高齢者福祉、障害福祉、学童保育、社会的養護、社会福祉協議会など、民間の福
祉職場で働く私たちは、一人ひとりの尊厳と人権をまもるために実践を重ねています。そ
の実践や組合活動をすすめていくうえで、ジェンダー平等は重要な柱です。
　ジェンダーとは、社会的・文化的につくられた性差のことで、私たちの社会・職場・生
活のなかに根強く影響しています。「女性は○○すべきだ」「男性は○○でなければ」など
の考えが、性的役割分担として押しつけられています。
　福祉労働は、女性が担う家事の延長としてとらえられ、賃金・労働条件が低く抑えられ
てきました。憲法25条にもとづく国の福祉増進の責任が十分に果たされず、個人と家族、
特に女性にケアの責任が負わされてきました。保育園に対応する保護者は母親が多く、高
齢者や障害者の在宅での生活も家族の女性が支えているケースが多いという現実がありま
す。一方で、社会的に男性は家計を支える収入を得ることや長時間労働に耐えることが当
然とされてきました。このような社会状況のもとで、福祉職場でも、過重な業務のうえ
に、休憩中や時間外で事務仕事に追われるだけでなく、帰宅後も家事の大半を担う女性が
少なくありません。女性の割合が多い福祉職場で、上位の管理職になるほど男性が増える
背景にも、ジェンダーがあります。これらは政治によって変えられるはずですが、国会や
地方議会は、男性の議員が平均で８割以上を占めていて、大きな課題を残しています。
　日本国憲法は、13条で個人の尊重と幸福追求権を、14条で法の下の平等を掲げるなど、
基本的人権を保障しています。福祉保育労の規約も、人種や性別などによって組合員であ
る資格を奪われないことを規定しています。私たちは、ジェンダー平等を軸に、性別や雇
用形態、年齢、経験などにかかわらず、多様性と一人ひとりの人権が大切にされる組合・
職場・実践・社会をめざして、以下の行動をすすめていきます。

１．�組合活動のなかで心理的安全性を高め、性別や性的指向・性自認、雇用形態、年齢、
経験などにかかわらず、一人ひとりが率直に意見を出し合え、受けとめられるように
します。そのためにも、会議・企画の持ち方や日程の配慮、活動の工夫などをすすめ
ます。

２．�職場や家庭、組合活動でのジェンダーにかかわるモヤモヤを少人数で出し合い、みん
なで学んで話し合って、実践と要求活動をすすめていきます。

３．�学習動画の視聴などをすすめ、誰もが持っている無意識の思い込み（アンコンシャス
・バイアス）による言動を、改善にむけて前向きに指摘し合えるようにして、アップ
デートしていきます。

４．�地方組織や中央本部などの役員や会議の構成については、ジェンダーや年代などのバ
ランスに留意して、多様な要求を出し合えるようにしていきます。

５．�福祉職場での賃上げ・増員、労働時間の短縮、ハラスメント対策などを、法人・国・
自治体に求めていきます。

６．�社会的な男女の賃金格差の解消や労働時間の短縮、全国一律最低賃金1,500円、同一
労働同一賃金、選択的夫婦別姓、同性婚、ハラスメント規制、国会・地方議会の男女
割合の是正、社会保障制度の拡充などを求めていきます。

７．�上記の到達状況を定期的に検証して、ジェンダー平等を推進し、この宣言についても
バージョンアップしていきます。

� 以　上

全国福祉保育労働組合第40回定期全国大会で採択

福祉保育労ジェンダー平等宣言
～みんなのじんけん　まもれるように～

2024年９月15日
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今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
は
、
日
本
原
水
爆
被
害

者
団
体
協
議
会
（
日
本
被

団
協
）
に
決
定
し
た
。
日

本
被
団
協
は
、
広
島
や
長

崎
で
原
爆
の
被
害
を
受
け

た
人
た
ち
に
よ
り
、
１
９

５
６
年
に
結
成
さ
れ
た
。

以
降
、「
核
兵
器
と
人
類

は
共
存
で
き
な
い
」
と
の

思
い
を
胸
に
、
国
内
外
で

核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て

き
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ

ー
ベ
ル
委
員
会
は
、
授
賞

理
由
に
つ
い
て
、「
日
本

被
団
協
は
〝
ヒ
バ
ク
シ

ャ
〟
と
し
て
知
ら
れ
る
広

島
と
長
崎
の
被
爆
者
た
ち

に
よ
る
草
の
根
の
運
動

で
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
実
現
す
る
た
め
に
努
力

し
、
核
兵
器
が
二
度
と
使

わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
証

言
を
行
っ
て
き
た
」
と
評

価
し
て
い
る
。

　

受
賞
の
背
景
に
は
、
核

兵
器
を
取
り
巻
く
危
険
な

情
勢
が
あ
る
。
ノ
ー
ベ
ル

委
員
会
は
「
核
保
有
国
に

よ
る
核
兵
器
の
近
代
化
と

改
良
、
新
た
な
国
々
に
よ

る
核
兵
器
の
保
有
準
備
、

現
在
進
行
し
て
い
る
紛
争

で
の
核
兵
器
使
用
の
危
険

性
」
を
指
摘
し
た
。
そ
の

上
で
、「
人
類
史
上
、
今

こ
そ
核
兵
器
と
は
何
な
の

か
を
思
い
起
こ
す
こ
と
に

価
値
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

世
界
が
こ
れ
ま
で
に
見
た

中
で
最
も
破
壊
的
な
兵
器

だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
世

界
的
に
紛
争
が
広
が
り
、

核
軍
縮
の
機
運
が
停
滞
す

る
中
で
の
受
賞
は
、
核
兵

器
廃
絶
へ
の
強
力
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
る
。

　

平
均
年
齢
が
85
歳
を
こ

え
た
被
爆
者
の
多
く
は
、

長
年
後
遺
症
な
ど
に
苦
し

ん
で
き
た
。「
生
き
て
い

る
う
ち
に
核
兵
器
を
な
く

し
て
」
と
の
切
実
な
願
い

に
ど
う
応
え
る
の
か
が
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
問

わ
れ
て
い
る
。
福
祉
保
育

労
は
、「
平
和
こ
そ
最
大

の
福
祉
」
を
掲
げ
て
平
和

運
動
に
と
り
く
ん
で
き

た
。
来
年
は
被
爆
80
周
年

の
節
目
の
年
だ
。
核
兵
器

廃
絶
の
運
動
を
さ
ら
に
広

げ
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
る
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
を
批
准
さ
せ

よ
う
。
米
国
の
核
兵
器
を

日
本
で
運
用
す
る
「
核
共

有
」
が
持
論
の
石
破
首
相

に
、「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ

ク
シ
ャ
」
の
声
を
突
き
つ

け
よ
う
。

日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

　
　
核
兵
器
の
廃
絶
へ
声
を
広
げ
よ
う

　労働組合は、憲法で保障された団体交渉権をつかっ
て、法人と対等に話しあうことができます。事前に、
今回の交渉で何を目標にするのか、何を訴えるのか、
誰がどんな発言をするのか、想定される回答にどう反
論するのかなどの作戦を立てることが重要です。練習
の場として、配役を決めて実演してみる模擬団交もお
すすめです。地方組織や地方労連の役員に同席しても
らい、理事会側の嫌がらせや高圧的な言動があれば、
抗議しましょう。交渉中に判断に迷う時は、休憩を入
れて理事会側に一時退席してもらい、短時間の打ち合
わせで確認して再開することも必要です。

組合活動
の

ツボ

●●
人
権
を
保
障
す
る
福
祉
職
員
の
賃
金
を

人
権
を
保
障
す
る
福
祉
職
員
の
賃
金
を

　

時
間
単
価
１
７
０
０
円
以
上
に
！

　

時
間
単
価
１
７
０
０
円
以
上
に
！

●●
職
員
配
置
基
準
を
引
き
上
げ
て

職
員
配
置
基
準
を
引
き
上
げ
て

　

職
員
を
も
っ
と
増
や
し
て
！

　

職
員
を
も
っ
と
増
や
し
て
！

国
際
的
に
も
低
す
ぎ
る
最
低
賃
金

時
間
単
価
１
７
０
０
円
以
上
に

福
祉
職
員
の
賃
金
と
配
置
基
準
を

引
き
上
げ
て
人
権
を
守
れ
る
よ
う
に

ホ
ン
ネ
の
ト
ー
ク
会

ホ
ン
ネ
の
ト
ー
ク
会

職
員
数
が
少
な
く
て

職
員
数
が
少
な
く
て

起
き
て
い
る
こ
と
は

起
き
て
い
る
こ
と
は

その２　団交前に
作戦を立てる

要求実現へ９

事前に意見や
発言を準備して
おくと安心だね！

ス
テ
ー
ジ
で
発
言
す
る

森
さ
ん
（
中
央
右
）
　 ５年ぶりに対面中心で集まった

障害福祉職場のなかま

　

今
年
10
月
に
都
道
府
県
別

の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
加
重
平
均
は
１
０
５

５
円（
前
年
比
＋
51
円
）で
、

最
も
低
い
秋
田
県
は
９
５
１

円
、
最
も
高
い
東
京
都
で
も

１
１
６
３
円
で
す
。
日
本
の

最
低
賃
金
は
、
他
の
先
進
国

に
遠
く
及
ば
ず
、
韓
国
よ
り

も
低
い
状
況
で
す
。

　

９
月
に
就
任
し
た
石
破
首

相
は
、「
２
０
２
０
年
代
に

最
低
賃
金
の
全
国
平
均
１
５

０
０
円
」
と
い
う
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。
た
だ
、
時
給
１

５
０
０
円
で
年
収
３
０
０
万

円
を
得
る
に
は
、
年
２
０
０

０
時
間
・
月
１
６
６
時
間
以

上
の
労
働
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
労
働
時
間
の
短
縮
を
図

り
な
が
ら
、
仕
事
と
自
由
な

生
活
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
時
間
単
価
と
し
て
、

正
規
・
非
正
規
に
か
か
わ
ら

ず
１
７
０
０
円
以
上
を
求
め

て
い
ま
す
。

全
産
業
平
均
と
の
格
差

全
産
業
平
均
と
の
格
差

賃
金
月
７
～
８
万
も

賃
金
月
７
～
８
万
も

政
策
で
引
き
上
げ
を

政
策
で
引
き
上
げ
を

　

厚
生
労
働
省
の
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査
で
も
、
正
規

雇
用
の
保
育
士
や
介
護
職
員

の
平
均
賃
金
は
月
26
～
27
万

円
（
税
・
社
会
保
険
料
控
除

前
）
で
、
全
産
業
平
均
と
７

～
８
万
円
の
格
差
が
あ
り
ま

す
。
時
間
単
価
１
７
０
０
円

以
上
に
な
れ
ば
、
月
１
５
０

時
間
働
く
労
働
者
の
賃
金
の

下
限
が
月
額
25
万
円
以
上
に

な
り
、
賃
金
の
底
上
げ
に
つ

な
が
り
ま
す
。
労
働
時
間
を

短
く
し
て
も
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

人
権
を
守
り
、
社
会
生
活

を
支
え
続
け
て
い
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
福
祉

職
員
に
対
し
て
、
政
府
が
公

的
価
格
を
引
き
上
げ
る
こ
と

で
、
賃
金
水
準
を
引
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●11日（土）～12日（日）　第61回中央委員会（予定）
１月

●15日（金）　�第20回全国児童養護施設職員等の
学習交流集会in名古屋�（～16日）

●16日（土）　�第25回社会福祉研究交流集会
� （東京都内）
●17日（日）　�福祉保育労25春闘討論集会
� （東京都内）

11月

●15日（日）　福祉保育労全国組織担当者会議
12月

☆「賃金足りてる？」「休みとれてる？」
ホンネのトーク会☆

　年内にすべての分会・班で１万人の参加を
目標にして開催をすすめています。月額いく
らの賃金が必要で何に使うか、自分の部署・
クラスで職員があと何人必要か、休みが取れ
たらどんなことがしたいかなどを出しあう企
画です。最低賃金・職員配置基準の引き上げ
をめざす社会的基準づくり運動です。

－福祉職員と利用者・家族の人権が守られる福祉職場をめざして－

　９月26日、「医療・介護・福祉に国の予算
を増やせ！９・26いのちまもる総行動」が東
京・日比谷野外音楽堂で開催され、会場に
2400人が参加し、オンラインでも約200カ所
で視聴されました。
　主催者挨拶では「社会保障が歳出改革の最
大の標的にされている」とし、政府の姿勢の
転換を求める決意が語られました。芸人の松
元ヒロさんが自民党総裁選などを風刺するト
ークを展開し、会場は笑いに包まれました。
立憲民主党、日本共産党、れいわ新選組の国
会議員が連帯の挨拶を述べました。
　リレートークでは、能登半島地震の被災地
からのほか、医療、看護、介護の現場から発
言が続きました。最後に福祉保育労東京地本
の森潤さんは、「日々の保育の忙しさに加
え、運動会の準備もあり、体力的に精神的に
も厳しいなかでも、子どもたちの笑顔や成長

　障害種別の全国交流集会は、５年ぶりに対
面中心に広くよびかけての開催となりまし
た。全国から31人、開催地の東海からは結成
したばかりの恵あいち分会からも参加があ
り、２日間で61人（内オンライン９人）が集
まりました。佛教大学・長友薫

まさ

輝
てる

准教授によ
る記念講演の中では、「ないものはつくる、
あるものはつなげる、社会を変える」という
社会福祉の３つの特徴により人権保障をすす
めてきた歴史を振り返りました。福祉の市場
化で投資家が利益を得る構造に変質させられ
ているなかで、福祉労働は公務労働の一環
で、その仕事が評価されてこそ、人権が守ら
れる社会になることを確認しました。
　夕食交流会は、10人ずつ４つのテーブル
で、くつろいだ雰囲気で話がはずみました。

した瞬間に出会えた時に力をもらい、日々保
育にあたっている」としたうえで、「『やりが
いはあっても賃金が低くて将来が不安』『仕
事と賃金が見合っていない』という状況が続
く限り、人手不足は解消されない」と指摘。
賃上げや増員にむけて「みんなの人権が守ら
れる職場と社会を実現する政治を求めて、み
んなで力をあわせよう」と結びました。
　このあと、「従来の健康保険証をなくす
な」「保育士を増やせ」「賃金を大幅に増や
せ」などとコールしながら、銀座をパレー
ド。実行委員会として三浦靖・厚生労働省大
臣政務官（自民党・参議院議員）に要請もお
こない、福祉保育労からは澤村書記長が福祉
職場の賃上げなどの必要性を訴えました。

クイズや組合員バンド、親子リコーダー演奏
などを楽しみました。
　２日目は「暮らしの場」「就労支援・生活
介護」「相談支援」「障害児支援」「ホンネの
トーク会・重心編」に加えて、全障研とのコ
ラボ企画「発達保障と福祉労働」の計６つの
分科会で、日頃の働き方を出しあい、組合活
動や要求について交流しました。
　アンケートには「記念講演での『現場の労
働条件を引き上げることが全体の人権保障水
準を高める』ということが確認できた」「利
用者と職員の健康といのちが守られるグルー
プホームにすべきだと強く思った」などの感
想が寄せられました。「やっぱり対面で集ま
るのはいいね」という声があがりました。

日比谷野音に2400人 保育現場からも訴え
人権が守られる職場へ 力をあわせよう

福祉労働が評価されてこそ
人権が守られる

家族会への説明や事業所への郵送、
団体への要請、対話・宣伝などを

９・26いのちまもる総行動
� ９月26日　東京・日比谷野外音楽堂

第26回障害福祉職場で働く職員の全国交流集会
inあいち＆障害種別協議会総会
� 10月12・13日　名古屋市内

　

年
内
ま
で
に
す
べ
て
の
分

会
・
班
で
「
賃
金
足
り
て

る
？
休
み
と
れ
て
る
？
ホ
ン

ネ
の
ト
ー
ク
会
」
の
開
催
を

よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ト
ー
ク
会
で
は
、「
必
要

な
賃
金
額
と
そ
れ
が
実
現
し

た
ら
し
た
い
こ
と
」、「
必
要

な
職
員
数
と
そ
れ
が
実
現
し

た
ら
し
た
い
こ
と
」
を
、
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
率
直
な
自
分
の
思
い
と

し
て
出
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
に
よ
っ
て
、
利
用
者

と
職
員
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

る
状
況
が
浮
か
び
あ
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

「
職
員
不
足
で
ト
イ
レ
介

助
の
手
も
足
り
な
い
状
況
な

の
で
、
障
害
者
の
支
援
が
き

ち
ん
と
で
き
る
職
員
数
に
増

や
し
て
ほ
し
い
」「
特
養
の

夜
勤
は
１
フ
ロ
ア
30
人
を
１

人
で
介
護
し
て
い
て
、
コ
ー

ル
時
は
常
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
休
憩
が
取

れ
な
い
。
１
人
で
も
職
員
を

増
や
し
て
ほ
し
い
」「
１
対

１
で
丁
寧
に
か
か
わ
り
た
い

子
ど
も
が
多
い
が
、
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
ね
！
と
言
う
こ
と

が
多
く
て
、
保
育
士
の
仕
事

を
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か

と
悩
む
」
な
ど
の
声
が
あ
が

っ
て
い
て
、
署
名
用
紙
の
チ

ラ
シ
面
に
も
そ
の
一
部
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

職
員
配
置
基
準
を

職
員
配
置
基
準
を

引
き
上
げ
て
職
員
増

引
き
上
げ
て
職
員
増

人
権
保
障
の
実
現
へ

人
権
保
障
の
実
現
へ

　

福
祉
職
場
で
は
、「
休
憩

や
有
給
休
暇
が
と
れ
な
い
」

「
不
払
残
業
や
持
ち
帰
り
残

業
が
あ
る
」
な
ど
、
労
働
基

準
法
が
守
ら
れ
て
い
な
い
実

態
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
仕
事
と
子
育
て
・
家
事
の

両
立
が
で
き
な
い
」
状
況
は

深
刻
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
う

え
で
も
改
善
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
打
開
し
て
い
く

た
め
に
は
、
職
員
配
置
基
準

の
引
き
上
げ
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
政
府
は
、
介

護
分
野
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
の
活
用
と
引
き
換

え
に
し
た
基
準
の
緩
和
を
す

す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
等
で
は
４
・

５
歳
児
の
保
育
士
の
配
置
基

準
が
76
年
ぶ
り
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
保
育
士
１

人
に
子
ど
も
30
人
が
25
人

と
、
改
善
幅
は
わ
ず
か
で
、

経
過
措
置
と
し
て
従
来
の
基

準
で
の
運
用
も
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

常
勤
職
員
を
増
や
し
て
、

人
権
を
保
障
す
る
た
め
に
は

も
っ
と
大
幅
な
改
善
が
必
要

で
す
。

　

福
祉
保
育
労
で
は
、
９
月
中
旬
か
ら
国
会
請
願
署
名

「
人
権
を
保
障
す
る
福
祉
職
員
の
賃
金
と
職
員
配
置
基

準
を
引
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
福
祉
現
場
を
支
え
る
私
た
ち
の
賃
上
げ
・
増
員
に

対
す
る
理
解
と
共
感
を
広
げ
て
、
国
会
に
届
け
る
と
り

く
み
で
す
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

2024年７月時点 福祉保育労調べ

※日本は2024年10月

※時間外手当、深夜・休日・宿日直・交替手当などを含む税・社保料控除前

0 5 10 15 20 25 30 35 （万）

厚生労働省・賃金構造基本統計調査（2023年実施）の毎月きまって支給する額
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ス
リ
ギ
イ

ツ
イ
ド

ダ
ナ
カ

ス
ン
ラ
フ

国
韓

本
日

）
均
平
重
加
（

最低賃金の国際比較

全産業平均と福祉職員の賃金格差は？

２.6倍

国会に　　
声を届ける請願署名 対話対話ををすすめて広げようすすめて広げよう

年
内
に
ト
ー
ク
会
を

年
内
に
ト
ー
ク
会
を

す
べ
て
の
分
会
・
班
で

す
べ
て
の
分
会
・
班
で

開
い
て
思
い
の
共
有
も

開
い
て
思
い
の
共
有
も

　

福
祉
保
育
労
で
は
、
社
会

的
基
準
づ
く
り
運
動
と
し

て
、
最
低
賃
金
と
職
員
配
置

基
準
の
引
き
上
げ
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

そ
の
運
動
の
一
環
と
し

て
、
ト
ー
ク
会
を
年
内
に
す

べ
て
の
分
会
・
班
で
開
き
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
声
を

共
有
し
ま
し
ょ
う
。
組
合
未

加
入
者
に
ト
ー
ク
会
へ
の
参

加
や
賃
上
げ
・
増
員
を
求
め

る
署
名
の
協
力
を
働
き
か
け

て
、
対
話
を
す
す
め
ま
し
ょ

う
。
法
人
や
経
営
者
、
利
用

者
・
家
族
、
関
係
団
体
な
ど

を
は
じ
め
、
協
力
を
広
く
よ

び
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　滋賀や大阪では、署名を広げる学習の機会をもっ
て、とりくみをスタートさせています。福岡地本・ひ
かり分会（障害福祉）では、昨年度初めて家族会に説
明させてもらう機会を得て、グループホーム等の賃金
・労働条件の課題に理解と共感を広げ、「なぜ職員が
辞めていくのか理解ができた」という反応もありまし
た。このように、署名用紙をきっかけに対話をすす
め、具体的な反響につなげていくことが重要です。
　青森や山形、福島、栃木などでは、福祉事業所に協
力をよびかける郵送作戦をすすめています。実施した
地方組織には、内容に賛同した事業所から署名が返送
されています。中には署名用紙をコピーして数十筆の
署名が届くケースもあり、手応えとつながりを得てい
ます。また、地方労連（県労連）や関係団体に協力を
よびかける動きも広がってきています。
　組合未加入の職員との対話のほか、保護者や利用者
・家族の会などへの協力の申し入れ、職場の門前や駅
前などでの宣伝行動なども含めて、力をあわせてでき
ることをすすめていきましょう。

　憲法16条で、国などの機関に要望を伝える請願権が保
障されています。実現を求める声の大きさを示す署名簿
を国会に提出します。採択されれば、実現に動くことにな
ります。署名の協力を求め、理解と共感を広げましょう。

　組合員自身がまず書いて、自身の家族や友人・知人な
どのつながっている人に、賃上げ・増員にむけて実情を
伝えながら働きかけましょう。分会では法人・事業所、
経営者、利用者・家族などに協力を要請しましょう。

署名を集める　　　そのわけは？

署名を集める　　　どのように？

「福祉職場の職員配置基準の
引き上げに向けた実態調査」

実態調査のＱＲコードです。スマホで読み込ん
で回答してください。12月末までご協力を！

WEBアンケートにご協力
ください

正
規
非
正
規
問
わ
ず

正
規
非
正
規
問
わ
ず

労
働
時
間
の
短
縮
と

労
働
時
間
の
短
縮
と

賃
金
の
底
上
げ
を

賃
金
の
底
上
げ
を
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伝えたい！
力組合
の

チカラ

④福祉のなかま第391号 2024年11月号

　組合活動について、できる人や知っている
人だけがやるものではなく、「聴きとる対
話」を全員が意識した上で、一人ひとりの思
いを聴きとり、対話の中で安心と要求が生ま
れるものにしていきたいと思いました。

安心と要求が生まれる対話で
福岡地本・風の子分会　天野　なつみさん

　今年度、育休から復帰しました。仕事と組
合活動に子育てが加わり、新しい生活にバタ
バタしながらも、充実した生活が送れるよう
になってきました。定期全国大会の記事を読
んで、いろんな立場や考えの人がいるなか、
お互いを尊重しあいながら組合活動をしてい
けるといいなと感じました。

お互いを尊重しあえる組合活動を
京都地本・くりくま保育園分会　兼田　歩さん

か
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感

じ
、
組
合
が
絶
対
に
必
要
だ

と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

日
々
の
業
務
の
大
変
さ
や

職
員
の
様
々
な
状
況
を
考
え

る
と
、
組
合
活
動
を
ど
う
伝

え
る
か
悩
み
ま
し
た
。
私
自

身
が
法
人
に
対
し
言
う
べ
き

こ
と
は
言
う
姿
勢
を
持
ち
、

学
習
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
へ

の
参
加
協
力
を
求
め
な
が

ら
、
地
道
に
進
め
て
い
く
こ

と
し
か
で
き
ず
、
組
合
結
成

ま
で
に
７
年
か
か
り
、
そ
の

間
に
退
職
も
続
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
組
合
結
成

に
立
ち
上
が
っ
た
職
員
と
安

心
し
て
楽
し
く
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
を
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
み
ん
な
が
「
自
分

事
」
と
し
て
、
働
き
方
や
職

場
環
境
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
と
向
き
あ
い
考
え
る
こ
と

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
小
さ

な
声
で
は
届
か
な
い
思
い
を

共
有
し
、
大
き
な
声
に
変

え
、
要
求
を
実
現
で
き
る
分

会
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
年
９
月
、
勤
務
す
る
認

定
こ
ど
も
園
の
15
人
で
分
会

を
結
成
し
ま
し
た
。
私
は
点

在
組
合
員
と
し
て
活
動
す
る

中
で
、「
シ
フ
ト
が
不
安
定

で
、
超
勤
が
前
提
」「
職
員

不
足
な
の
に
、
求
め
ら
れ
る

こ
と
や
仕
事
が
多
す
ぎ
る
」

な
ど
、
職
場
内
に
不
満
や
疑

問
、
モ
ヤ
モ
ヤ
が
積
み
重
な

っ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
意
見
し
て
も
個
人
的

な
考
え
と
い
う
こ
と
で
改
善

さ
れ
ず
、
思
い
は
み
ん
な
同

じ
な
の
に
、
そ
の
思
い
が
届

小さな声を大きな声にして
要求実現するために分会を結成

【
趣
味
・
ス
ト
レ
ス
発
散

法
】
　
家
族
と
ゆ
っ
く
り

過
ご
す
こ
と

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶12月15日
発表▶2025年１月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

宮城支部　角田なかよし分会執行委員長

林
はやし

　良
よし

徳
のり

さん

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

応 募 方 法

【
解
き
方
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
～
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
な
に
？

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
旧
暦
11
月
を
指
す
こ
と
ば

④
「
は
だ
し
」
の
こ
と
で
す

⑦
浜
辺
に
打
ち
寄
せ
る
の
は

⑧�

百
獣
の
…
…
。
三
冠
…
…

⑩
グ
ッ
ピ
ー
は
…
…
帯
魚

⑪�

２
枚
の
木
片
を
手
の
ひ
ら
の

中
で
打
ち
鳴
ら
す
打
楽
器

⑬�

お
好
み
焼
き
は
…
…
ソ
ー
ス

⑮
甲
子
園
球
場
を
お
お
う
植
物

⑯
泣
き
…
…
を
か
く

⑰�

「
ワ
ン
ワ
ン
」「
ザ
ー
ザ
ー
」

な
ど
動
物
や
物
体
の
物
音
を

表
す
言
葉

⑲
反
応
、
反
動
。
英
語
で
は

�
四
季
の
は
じ
め
の
季
節
は

�
…
…
の
一
声
で
決
定
し
た

��

紫
色
の
夏
野
菜
、
お
盆
の
お

供
え
物
に
も
な
る

�
月
の
明
る
い
夜
の
こ
と

�
催
し
物
。
メ
イ
ン
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

①�

脚
本
を
書
く
人
。
…
…
ラ
イ

タ
ー

②�

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
…
…

の
木

③�

Ｊ
Ｒ
駅
構
内
の
売
店
の
ブ
ラ

ン
ド

⑤
温
帯
と
熱
帯
の
間
の
地
帯

⑥
ジ
ェ
ラ
シ
ー
は
…
…
心

⑨
英
語
で
は
ｓ
ｏ
ｎ
ｇ

⑪�

多
す
ぎ
る
こ
と
と
足
り
な
い

こ
と

⑫
手
に
汗
を
握
る
試
合

⑭�

名
物
料
理
な
ど
を
あ
ち
こ
ち

食
べ
て
ま
わ
る
こ
と

⑰�

ト
カ
ゲ
は
爬は
ち
ゅ
う
る
い

虫
類
、
金
魚
は

…
…

⑱
幽
霊
の
こ
と
。
…
…
タ
ウ
ン

⑲
床
屋
。
…
…
店

⑳
待
合
…
…
。
応
接
…
…

�
こ
れ
は
難
し
い
、
…
…
問
だ

３
８
９
号
（
２
０
２
４
年
８
・

９
月
号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

３
８
９
号
の
答
え
は
、「
サ

ー
フ
ボ
ー
ド
」
で
し
た
。
応
募

は
23
人
で
し
た
。
抽
選
に
よ
り

次
の
方
々
に
図
書
カ
ー
ド
を
送

り
ま
す
。

萩
原　

実
香
さ
ん

（
東
海
地
本
・
田
代
保
育
園
分
会
）

奥
村　

菜
々
子
さ
ん

（
滋
賀
支
部
・
わ
ら
べ
分
会
）

宮
井　

保
代
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
コ
ス
モ
ス
分
会
）

宮
本　

雅
子
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
コ
ス
モ
ス
分
会
）

天
野　

な
つ
み
さ
ん

（
福
岡
地
本
・
風
の
子
分
会
）

　「賃上げ、増員で働き続けられる職場へ」
を読んで、本当に一人ひとりに対して、何を
要求されているのかをしっかり聴きとって、
それを踏まえて「全員の要求」としてあげて
いくことが大切なのかなと思いました。

一人ひとりに聴きとって
全員の要求に

大阪地本・コスモス分会　宮本　雅子さん

　運動方針のポイントを読みました。組合員
の意見はもちろん、組合員以外の職員の意見
もいっしょに働くなかまの大切な意見として
吸い上げ、組合活動や運動の中身に反映して
いけたらと思います。

組合員以外のなかまの声も運動に
東海地本・田代保育園分会　近藤　千加さん

８・９月号を読んで

入ってて入ってて

良かった!
!

良かった!
!

「ワンコイン共済」に加入しよう

　定年を目前に控え、初めてインフルエン
ザに。症状はひどく２回も点滴をして、思
った以上に医療費がかかりました。ワンコ
イン共済に入っていて、手続きも簡単です
ぐに給付され、助かりました。定年後は嘱
託職員として働く予定で、共済を続けたい
です。� （石川県・ミコさん）

　結婚25年のお祝いをいただ
けると知らずに迎えた結婚26
年目。ふと目にした資料で知
り、申請しました。思っても
みなかった給付で、うれしか
ったです。おいしい物を食べ
ます！�（京都府・ゆうさん）

☆�給付のポイントは、医師の指示（診断）による休業（自宅療養）かどうかです。必ず医療機関を受診
して、診療明細や処方箋などは保管しておきましょう!
⇒10日間以上の場合は診断書（コピー可）必要

ワ
ン
コ
イ
ン
共
済

ワ
ン
コ
イ
ン
共
済

分
会
慶
弔
共
済

分
会
慶
弔
共
済

短期間の自宅療養でも給付対象の

☆医療共済をプラスすることもおすすめ！

①医師の診断による

②５日以上の休業で

③１日目から給付！

※�短期間の休業で「診断書」がない場合は、「治療状
況申告書」と、医師の指示を確認できる診療明細や
処方箋などで、代替えできる場合もあります。

福祉保育労の「ワンコイン共済」は

　11月末～12月頃に、職場で配られる「給与
所得の保険料控除申告書」に、控除額を記入
してハガキを添付して提出すると、所得税は
年末調整で還付され、所得税は翌年（６月か
ら）の納税額に反映されます。
☆�労働組合の自主共済は控除対象になりませ
ん。
⇒�福祉保育労共済独自のワンコイン共済・生
命共済・医療共済等など

○�年金共済は、保険会社に委託をしている
「拠出型企業年金保険」のため、所得税と
住民税の保険料控除の対象になります。
Ａコース　「個人年金保険料控除」
Ｂコース　「生命保険料控除」
　※�どちらも旧税制のため、それぞれ所得税

は最高５万円、住民税は最高３万5000円
ずつが控除対象になります（掛金によっ
て控除対象額は異なります）。

　加入者には、10月下旬に幹事会社の「大同
生命株式会社」から、「生命保険料控除のご
案内」のハガキが自宅に送付されています。

年金共済の年末調整のお知らせ年金共済の年末調整のお知らせ
所得税と住民税の保険料控除について


